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１  

序
論

　

第
２
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
茶
は
中

国
南
西
部
か
ら
世
界
の
各
地
へ
と
何
千

年
も
の
歳
月
を
か
け
て
広
ま
っ
た
。
茶

の
発
達
の
長
い
歴
史
が
、
様
々
な
茶

文
化
を
生
み
出
し
て
観
光
に
寄
与
し

て
い
る
。
同
時
に
、
飲
食
に
欠
か
せ
な

い
茶
は
、
観
光
に
よ
る
消
費
が
重
要
な

位
置
づ
け
に
な
って
い
る
。
さ
ら
に
、
サ

ス
テ
ナ
ブ
ル
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
取
組
に
よ

っ
て
、
観
光
は
茶
業
や
茶
生
産
コ
ミ
ュニ

テ
ィ
ー
の
再
生
に
貢
献
し
て
い
る
。
都

市
と
農
村
の
交
流
に
よ
る
グ
リ
ー
ン
・

ツ
ー
リ
ズ
ム
は
、
茶
の
栽
培
、
生
産
地

域
の
開
発
戦
略
で
も
あ
る
。
日
本
の
グ

リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
在
り
方
は
、
第

３
章
と
第
４
章
で
述
べ
て
い
く
コ
ン
セ
プ

ト
利
用
の
展
開
の
場
と
な
って
い
る
。

２  

日
本
の
茶
文
化
の
歴
史

　

茶
は
７
世
紀
か
ら
９
世
紀
ご
ろ
に
、

を
数
粒
持
ち
帰
っ
た
。
当
初
、
栄
西
は
北
九
州
の
福
岡
の
寺
院
周

辺
に
茶
を
植
え
、
そ
の
後
僧
た
ち
に
よ
っ
て
本
州
に
広
め
ら
れ
た
。

本
州
で
は
、
石
碑
に
刻
ま
れ
た
詩
に
よ
れ
ば
、
茶
が
明
恵
上
人

（
１
１
７
３
年
〜
１
２
３
２
年
）
に
よ
っ
て
宇
治
に
植
え
ら
れ
た
と
さ

れ
、
明
恵
上
人
は
栄
西
か
ら
茶
の
種
を
譲
ら
れ
た
と
い
う
。
栄
西

は
茶
を
薬
用
と
し
て
広
め
、
抹
茶
を
禅
の
儀
式
や
戒
律
と
と
も
に

普
及
さ
せ
て
いっ
た
。
し
た
が
っ
て
、
一
般
に
は
栄
西
が
日
本
の
茶
文

化
の
祖
と
さ
れ
る
。

　

抹
茶
は
15
世
紀
に
始
ま
っ
た
茶
道
へ
と
め
ざ
ま
し
く
展
開
し
て
い

っ
た
。
こ
の
こ
ろ
、
茶
道
、
そ
し
て
茶
の
湯
の
祖
で
あ
る
禅
僧
の
村

田
珠
光
（
１
４
２
２
年
〜
１
５
０
２
年
）
が
客
に
茶
を
振
る
舞
う

応
接
室
と
し
て
茶
室
を
創
設
し
た
。
16
世
紀
に
は
、
武
野
紹
鷗

（
１
５
０
２
年
〜
１
５
５
５
年
）
が
珠
光
の
精
神
に
則
っ
て
茶
の
湯
を

始
め
た
が
、
茶
室
に
は
質
素
な
道
具
類
や
掛
け
軸
や
簡
素
な
生
け

花
が
設
え
ら
れ
、
簡
素
な
茶
会
に
よ
っ
て
「
侘
び
」
の
精
神
を
浸

透
さ
せ
た
。
続
い
て
、茶
人
の
千
利
休（
１
５
２
２
年
〜
１
５
９
１
年
）

が
「
侘
び
寂
び
」
を
重
ん
じ
、
簡
素
と
静
寂
の
美
意
識
に
基
づ
い

た
茶
の
実
践
を
通
じ
て
、
人
び
と
や
造
形
物
を
「
和
敬
清
寂
」
の

境
地
に
導
い
た
。
利
休
は
こ
れ
に
基
づ
い
て
「
利
休
七
則
」
を
定
め
、

茶
室
に
は
「
躙
り
口
」
を
設
け
て
、
茶
室
に
入
る
と
き
に
頭
を
下

げ
る
こ
と
で
客
が
心
を
鎮
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
こ
ろ
、
茶
の

中
国
で
仏
教
を
学
ん
で
い
た
日
本
人
僧
侶
た
ち
に
よ
っ
て
初
め
て
日

本
に
も
た
ら
さ
れ
た
。
緑
茶
が
初
め
て
日
本
で
飲
ま
れ
た
の
は
、

奈
良
時
代
（
７
１
０
年
〜
７
９
４
年
）
に
今
日
の
奈
良
市
に
あ
っ
た
、

聖
武
天
皇
（
７
０
１
年
〜
７
５
６
年
）
の
宮
廷
で
、
７
２
９
年
の
こ

と
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
し
か
し
、
茶
の
栽
培
は
平
安
時
代

（
７
９
４
年
〜
１
１
８
５
年
）
に
始
ま
っ
た
よ
う
で
あ
り
、
中
国
の
唐

か
ら
何
人
か
の
僧
侶
が
茶
の
種
を
持
ち
帰
っ
た
後
の
こ
と
で
あ
る
。

初
め
に
天
台
宗
の
開
祖
で
あ
る
最
澄
（
７
６
７
年
〜
８
２
２
年
）
が

８
０
５
年
に
持
ち
帰
り
、
次
い
で
、
真
言
密
教
の
僧
で
あ
る
弘
法

大
師
空
海
（
７
７
４
年
〜
８
３
５
年
）
が
８
０
６
年
に
持
ち
帰
っ
た
。

嵯
峨
天
皇
（
７
８
６
年
〜
８
４
２
年
）
の
治
世
に
日
本
の
茶
の
記
録

が
あ
り
、『
日
本
後
紀
』
に
あ
る
最
初
の
公
的
な
記
録
で
あ
る
。

記
録
に
よ
る
と
、
嵯
峨
天
皇
は
大
僧
都
永
忠
（
７
４
３
年
〜

８
１
６
年
）
に
よ
る
献
茶
を
受
け
た
と
さ
れ
、
永
忠
は
茶
の
種
を

８
０
５
年
に
日
本
に
持
ち
帰
っ
て
い
た
。
そ
の
後
、
茶
は
僧
た
ち
の

長
い
瞑
想
の
間
の
目
覚
ま
し
の
た
め
の
刺
激
性
の
飲
料
と
し
て
、
日

本
の
寺
院
で
受
け
継
が
れ
る
慣
習
と
な
って
いっ
た
。

　

し
か
し
、
日
本
の
茶
の
歴
史
は
、
臨
済
宗
の
開
祖
で
あ
る
栄
西

（
１
１
４
１
年
〜
１
２
１
５
年
）
が
12
世
紀
に
再
度
茶
を
も
た
ら
し

た
こ
と
に
始
ま
る
と
さ
れ
る
。
鎌
倉
時
代
（
１
１
８
５
年
〜

１
３
３
３
年
）
の
１
１
９
１
年
に
、
栄
西
は
中
国
留
学
か
ら
茶
の
種

湯
は
侍
や
貴
族
、
そ
し
て
僧
侶
た
ち
の
上
流
文
化
に
な
っ
て
いっ
た
。

静
か
な
郊
外
の
茶
が
都
市
の
文
化
と
な
り
、
江
戸
時
代
に
は
様
々

な
形
で
花
開
い
て
いっ
た
。

　

17
世
紀
以
後
、
煎
茶
が
人
気
を
博
し
、
新
し
い
製
茶
の
開
発
に

よ
っ
て
、
広
く
日
本
の一
般
の
人
々
に
広
ま
っ
た
。
１
７
３
８
年
に
永

谷
宗
円
（
１
６
８
１
年
〜
１
７
７
８
年
）
は
蒸
気
を
使
う
こ
と
で
新

鮮
で
茶
葉
の
自
然
な
味
と
香
り
を
保
持
す
る
方
法
「
青
製
煎
茶
製

法
」
を
発
明
し
た
。
そ
の
結
果
、「
煎
茶
道
」
が
始
ま
り
、
日
本

特
有
の
茶
文
化
と
な
っ
て
いっ
た
。
そ
し
て
、
20
世
紀
初
頭
に
は
玄

米
茶
や
ほ
う
じ
茶
が
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、一般
に
広
ま
っ
た
。

３   

日
本
の
茶
の
栽
培
と
生
産

　

栄
西
禅
師
が
茶
を
日
本
に
改
め
て
紹
介
し
、
茶
文
化
を
興
し
て

以
来
の
長
い
８
０
０
年
に
お
よ
ぶ
歴
史
を
経
て
、
茶
の
栽
培
と
生
産

は
国
内
に
広
ま
り
、
栽
培
面
積
は
４
万
５
４
０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
な

り
、茶
園
は
、北
は
秋
田
県
か
ら
南
は
沖
縄
県
ま
で
あ
る
。
し
か
し
、

茶
の
主
な
産
地
は
本
州
、
四
国
、
九
州
の
南
部
で
あ
っ
て
、
静
岡

県
が
最
も
茶
の
栽
培
と
生
産
量
の
多
い
地
域
で
あ
る
。
日
本
列
島

の
栽
培
面
積
の
ほ
ぼ
４
割
の
１
万
８
千
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
誇
り
、
１
年

に
約
３
万
３
千
ト
ン
の
荒
茶
が
生
産
さ
れ
る
。
鹿
児
島
県
が
そ
れ

に
続
き
、
約
２
万
５
千
ト
ン
、
日
本
全
体
の
28
％
を
生
産
す
る
。
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日
本
の
茶
園
は
カ
メ
リ
ア
・
シ
ネ
ン
シ
ス
・
シ
ネ
ン
シ
ス
種
に
属
し
、

交
配
さ
れ
て
50
種
類
以
上
の
品
種
が
登
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中

で
も
主
に
５
種
類
の
品
種
が
生
産
に
使
わ
れ
て
い
る
―
や
ぶ
き
た
、

ゆ
た
か
み
ど
り
、か
な
や
み
ど
り
、さ
や
ま
か
お
り
、お
く
み
ど
り
。

「
や
ぶ
き
た
」
は
全
生
産
地
の
77
％
を
占
め
る
最
も
栽
培
量
の
多
い

品
種
で
、
収
穫
量
が
多
く
、
色
と
香
り
、
味
の
質
が
良
い
。
そ
の

他
の
品
種
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
茶
製
品
の
生
産
に
使
用
さ
れ
る
。

「
や
ぶ
き
た
」
や
そ
の
他
の
主
な
品
種
は
一
般
に
よ
く
消
費
さ
れ
、

蒸
し
て
作
ら
れ
る
「
煎
茶
」
に
適
し
て
い
る
。「
ご
こ
う
」
や
「
さ

み
ど
り
」
と
いっ
た
品
種
は
抹
茶
や
玉
露
の
生
産
に
主
に
用
い
ら
れ

る
。
玉
露
は
日
陰
で
育
成
さ
れ
、
日
本
の
茶
生
産
の
わ
ず
か
０.
３

％
の
生
産
量
で
、
主
に
京
都
府
の
宇
治
周
辺
で
生
産
さ
れ
、
そ
の

香
り
の
よ
さ
か
ら
日
本
の
緑
茶
の
最
高
級
品
と
さ
れ
る
。「
べ
に
ふ

う
き
」は
日
本
の
南
部
で
生
産
さ
れ
、紅
茶
の
生
産
に
用
い
ら
れ
る
。

　

第
１
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
日
本
の
茶
の
栽
培
面
積
は
２
０
０
０

年
以
来
11.

１
％
減
少
し
て
い
る
（
２
０
０
０
年
に
５
万
４
０
０
ヘ
ク

タ
ー
ル
に
対
し
、
２
０
１
４
年
に
は
４
万
４
８
０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
）。

同
時
に
、
日
本
の
茶
の
生
産
量
は
２
０
０
０
年
以
来
８.
９
％
減
少

し
て
い
る
（
２
０
０
０
年
に
８
万
９
３
０
０
ト
ン
に
対
し
、
２
０
１
４

年
に
は
８
万
１
２
７
７
ト
ン
）。
こ
れ
は
日
本
の
茶
の
消
費
の
減
少
に

起
因
し
て
お
り
、
コ
ー
ヒ
ー
や
コ
ー
ラ
な
ど
の
他
の
飲
料
と
の
競
争
の

結
果
で
あ
る
。
そ
の
他
の
原
因
と
し
て
、
放
棄
さ
れ
る
茶
園
の
増

加
が
挙
げ
ら
れ
、
茶
農
家
の
高
齢
化
と
若
手
の
生
産
者
の
不
足
に

起
因
す
る
。
こ
の
よ
う
な
事
態
が
奈
良
市
田
原
地
区
の
大
和
茶
農

家
の
よ
う
な
小
規
模
な
茶
生
産
者
に
影
響
し
て
い
る
。
田
原
で
は
、

地
域
の
行
政
が
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
振
興
し
て
茶
業
の
再
生

と
経
済
の
活
性
化
を
図
って
い
る
。

４   

茶
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
活
性
化
の
ツ
ー
ル
と
し
て
の
グ
リ
ー

ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム

　
「
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
と
い
う
言
葉
は
最
近
の
日
本
で
は
よ

く
聞
か
れ
る
。
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
概
念
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

都
市
住
民
が
生
み
出
し
た
も
の
で
、
彼
ら
は
休
日
を
農
村
で
過
ご

す
こ
と
で
、
休
息
と
余
暇
を
楽
し
み
、
田
園
生
活
を
満
喫
し
、
農

村
の
価
値
観
を
謳
歌
す
る
。
こ
の
概
念
は
１
９
９
２
年
に
農
林
水

産
省
に
よ
って
日
本
に
導
入
さ
れ
た
。
し
か
し
、日
本
で
の
グ
リ
ー
ン・

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
概
念
は
ヨ
ー
ロッ
パ
の
も
の
と
は
異
な
って
お
り
、
滞
在

し
て
休
養
す
る
こ
と
よ
り
、
都
市
と
農
村
の
交
流
に
よ
る
農
業
体

験
に
焦
点
が
あ
る
。

　

都
市
農
村
交
流
の
概
念
は
そ
こ
に
住
む
住
民
相
互
の
関
係
を
構

築
す
る
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
都
市
市
場
と
農
村
市
場
の
人
の
移

動
を
通
じ
て
、
教
育
や
事
業
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
強
化
す
る
こ
と
で

の
場
と
し
て
商
品
化
さ
れ
、
３
節
で
述
べ
た
茶
品
種
の
育
成
や
茶

摘
み
や
手
入
れ
な
ど
を
学
習
す
る
。
茶
の
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー
の
資
産

で
あ
る
工
場
や
農
家
の
家
屋
は
、
茶
の
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
の
教
室
や

研
究
室
に
変
貌
す
る
。
茶
に
関
す
る
体
験
が
、
茶
道
の
雰
囲
気
や

様
々
な
茶
の
産
地
の
茶
の
歴
史
に
関
す
る
イ
ベン
ト
と
し
て
作
り
出

さ
れ
る
。
例
え
ば
、
茶
の
湯
の
稽
古
と
と
も
に
村
田
珠
光
や
千
利

休
な
ど
の
有
名
な
茶
人
の
伝
記
を
学
ん
だ
り
、
著
名
な
茶
ど
こ
ろ

の
奈
良
や
宇
治
に
つ
い
て
学
ん
だ
り
す
る
。
茶
の
生
産
過
程
を
実
際

に
理
解
し
た
り
、
日
本
の
長
い
茶
の
歴
史
や
文
化
の
素
晴
ら
し
さ

を
知
っ
た
り
す
る
こ
と
で
、
茶
の
物
産
や
サ
ー
ビ
ス
の
購
買
に
つ
な
が

る
の
で
あ
る
。

５   

奈
良
市
田
原
の
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
―
大
和
茶
栽
培
地

域
で
の
都
市
農
村
交
流

　

奈
良
時
代
の
日
本
の
首
都
で
あ
っ
た
奈
良
は
、
西
暦
７
２
９
年
の

聖
武
天
皇
の
王
宮
で
の
茶
の
歴
史
的
な
記
録
で
知
ら
れ
て
い
る
。
そ

し
て
、
弘
法
大
師
空
海
が
西
暦
８
０
６
年
に
中
国
か
ら
茶
の
種
を

持
ち
帰
っ
た
が
、
地
元
で
は
現
在
の
奈
良
県
宇
陀
市
に
種
が
植
え

ら
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
当
時
、
奈
良
の
そ
の
地
域
は
大

和
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
が
、
現
在
も
「
大
和
茶
」
と
呼
ば
れ
る

茶
の
栽
培
で
有
名
で
あ
る
。

も
あ
る
。
図
１
が
示

し
て
い
る
よ
う
に
、
茶

の
市
場
は
都
市
の
観

光
客
を
含
む
都
市
住

民
と
農
村
社
会
の
地

域
住
民
の
交
流
か
ら

利
益
を
得
て
い
る
。

つ
ま
り
、
一
般
的
に
農

業
商
品
の
価
格
は
都

市
市
場
で
形
成
さ
れ
、

一方
で
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
価
格
は
農

村
市
場
に
基
づ
い
て

形
成
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
茶
産
物
の
価
格
は
茶
産
業
か
ら

の
影
響
が
最
も
大
き
い
こ
と
と
類
似
し
て
い
る
。
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ

ズ
ム
は
茶
の
流
通
経
路
を
広
げ
、
茶
文
化
商
品
化
の
４
要
素
を
基

礎
に
し
た
、
農
村
市
場
か
ら
生
み
出
さ
れ
る
収
入
源
と
な
って
い
る
。

　

都
市
の
市
場
で
は
、
伝
統
的
に
は
茶
の
産
物
は
工
場
か
ら
出
荷

さ
れ
て
マ
ス
流
通
機
構
を
経
て
都
市
の
消
費
に
供
給
さ
れ
る
。
ま

た
、
都
市
の
消
費
者
は
農
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
農
村
観
光
客
と
し
て

茶
の
生
産
工
程
に
参
加
す
る
。
茶
園
の
よ
う
な
茶
の
空
間
は
学
習 図１　都市農村交流の概念の枠組みと茶文化商品化の4要素
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て
い
て
、
３
グ
ル
ー
プ
に

分
け
ら
れ
る
。
ま
ず
、

観
光
農
園
と
農
産
品

で
、
茶
園
、
茶
工
場
、

リ
ン
ゴ
園
、
ブ
ル
ー
ベ
リ

ー
果
樹
園
、
椎
茸
農

園
、
炭
焼
き
、
漬
物
店

が
あ
る
。
次
に
、
職
人

の
作
品
が
あ
り
、
陶
磁

器
、枝
編
細
工
、織
物
、

木
彫
、
藁
細
工
と
ス
テ

ン
ド
グ
ラ
ス
製
作
が
あ

る
。
そ
し
て
、
観
光
関

連
の
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
、
茶
農
家
の
レ
ス
ト
ラ
ン
、
市
場
、
古
民
家
、

土
産
と
サ
イ
ク
リ
ン
グ
・
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
が
あ
る
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
推
薦
の
物
産
だ
け
で
な
く
、
観
光
客
は
現
地
を
訪
れ
る
こ
と
も

で
き
る
が
、
農
業
体
験
に
つ
い
て
は
、
農
作
業
の
シ
ー
ズ
ン
が
あ
る

の
で
予
約
が
必
要
で
あ
る
。
茶
の
学
習
体
験
に
興
味
の
あ
る
観
光

客
は
、
５
月
は
じ
め
と
７
月
中
旬
の
茶
摘
み
の
頃
に
茶
農
家
に
連

絡
す
る
必
要
が
あ
る
。
茶
観
光
に
関
し
て
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
５
つ

の
体
験
が
提
供
さ
れ
て
い
る
。

１
．�

佐
和
さ
ん
の
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
茶
畑
で
の
茶
の
新
芽
摘
み

２
．�

田
原
東
雲
共
同
製
茶
工
場
で
の
製
茶
見
学

３
．�

茶
空
間
に
あ
る
考
古
学
サ
イ
ト
「
太
安
萬
侶
墓
」
で
日
本
史

学
習

４
．�

煎
茶
道
体
験
、
茶
の
テ
イ
ス
テ
ィ
ン
グ
伝
統
ゲ
ー
ム
「
闘
茶
」

体
験
、茶
人
の
竹
西
さ
ん
が
経
営
す
る
茶
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン「
竹

西
農
園　

遊
茶
庵
」
で
ヒ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
茶
料
理

５
．�

田
原
や
ま
里
市
場
で
茶
物
産
の
買
い
物

　

さ
ら
に
、
観
光
客
は
「
畑
ヘ
ル
パ
ー
」
と
い
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
て
、
オ
ー
ガ
ニッ
ク
農
園
、
特
に
茶
園
や
菜
園

や
田
圃
で
農
家
の
作
業
を
手
伝
う
こ
と
が
で
き
る
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
観
光
客
は
自
分
た
ち
で
育
て
収
穫
し
た
農
産
物
を
持
ち
帰
る
こ

と
が
で
き
る
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
化
学
肥
料
不
使
用
の
農
園
で

生
産
さ
れ
た
安
全
な
食
品
の
消
費
も
支
え
て
い
る
。
例
え
ば
、
田

原
自
然
農
園
は
地
域
の
農
家
の
グ
ル
ー
プ
と
都
市
住
民
に
よ
っ
て
経

営
さ
れ
る
レ
ン
タ
ル
農
園
で
あ
る
。
こ
の
グ
ル
ー
プ
は
耕
作
放
棄
の

茶
園
を
貸
し
出
し
、
季
節
の
オ
ー
ガ
ニッ
ク
野
菜
の
生
産
を
行
い
、

田
原
の
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
振
興
を
進
め
て
い
る
（
図
３
）。

６   

結
論

　

グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
通
じ
て
都
市
と
農
村
の
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー

の
交
換
や
共
同
を
推

進
す
る
こ
と
に
は
２

つ
の
特
色
が
あ
る
。

第
１
点
は
、
教
育
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
じ

て
、
日
本
の
茶
の
歴

史
や
文
化
、
茶
の
栽

培
や
生
産
、
茶
の
価

値
観
を
よ
り
深
く

理
解
で
き
る
よ
う
に

な
る
こ
と
で
あ
る
。

第
２
点
は
、
都
市
市

場
と
農
村
市
場
双

方
に
流
通
経
路
を
広
め
る
こ
と
に
よ
る
経
済
規
模
で
あ
る
。
こ
の
二

つ
の
利
点
は
、
都
市
か
ら
移
動
し
て
く
る
農
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
農

村
観
光
客
が
求
め
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
茶
文
化
商
品
化
の
４
要

素
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
も
あ
る
。
こ
の
戦
略
は
、
茶
市
場

の
競
争
に
よ
っ
て
縮
小
し
た
茶
生
産
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー
や
、
減
少
す
る

茶
農
家
の
活
性
化
の
方
向
を
示
し
て
い
る
。

（
カ
ウ
ク
ル
ア
ム
ア
ン　

ア
ム
ナ
ー
）

（
翻
訳
者
：
た
け
は
な　

け
い
こ
）

　

奈
良
市
東
部
の
田
原
地
区
は
大
和
茶
栽
培
の
地
域
で
、
海
抜

４
０
０
メ
ー
ト
ル
か
ら
５
０
０
メ
ー
ト
ル
の
山
地
に
あ
る
。
平
均
気

温
は
奈
良
盆
地
よ
り
も
２
、３
度
低
い
。
こ
の
地
域
は
奈
良
時
代
に

始
ま
っ
た
が
、
１
９
４
５
年
９
月
１
日
に
奈
良
市
と
合
併
し
、
現
在

で
は
18
の
町
か
ら
な
る
32.

７
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
区
域
で
あ
る
。

２
０
１
７
年
８
月
時
点
の
人
口
は
１
７
５
０
人
（
男
性
８
４
７
人
、

女
性
９
０
３
人
）
で
り
、
戸
数
は
７
７
１
戸
、
そ
の
内
２
４
６
戸
が

農
家
と
い
う
構
成
で
あ
る
。

　

田
原
地
区
の
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
２
０
０
６
年
に
12
の
農
地

で
、「
奈
良
ま
ち
か
ど
博
物
館
」
と
呼
ば
れ
る
プ
ロ
ジ
ェク
ト
の
４
種

類
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョン
の一つ
と
し
て
始
ま
っ
た
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は

２
０
０
３
年
に
は
京
街
道
、
２
０
０
６
年
に
田
原
、
２
０
０
９
年
に

柳
生
、
そ
し
て
２
０
１
０
年
に
は
奈
良
町
ま
で
広
め
ら
れ
、
奈
良
市

の
物
産
を
生
活
博
物
館
と
し
て
開
放
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

て
、
工
芸
品
や
趣
味
の
コ
レ
ク
シ
ョン
や
農
業
体
験
な
ど
が
展
開
さ
れ

て
い
る
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
始
め
る
に
あ
た
っ
て
、
奈
良
市
の
職
員
が

観
光
資
源
を
調
査
し
、
観
光
振
興
の
た
め
の
情
報
収
集
の
た
め
に
各

町
民
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
も
行
っ
た
。
奈
良
市
は
毎
年
更
新
の
観
光
地

図
を
発
行
し
て
い
て
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
・
ロ
ー
ド
や
農
地
に
関
す
る
観

光
客
向
け
の
情
報
な
ど
の
案
内
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
（
図
２
）。

　

２
０
１
７
年
に
つ
い
て
は
、
16
の
企
業
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し

図２　田原の魅力を伝えるイラスト入りグリーン・ツーリズム散策マップ図３　田原の茶振興に関連するグリーン・ツーリズム体験


